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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　３月　２5日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　小向　由紀　　　記録　相馬　亜紀子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 助川　幸雄様～近日中に東病棟に入院予定です。入院となりましたら荷物が介護訓練

室にあるので渡して下さい。

· インフルエンザ流行中であり、またノロウイルス等にも留意必要な為感染対策しっかり行って援助進めていって下さい。特に手洗いについては方法を再度マニュアルで確認していきましょう。

· カルテチェック…1月分を4月4日(土)に外します。各受持ちはチェックを確実に行　
ってください。また、4月の人事異動に伴い、2月・3月分のカルテチェックを計画的に行って下さい。

· 大沢　とくゑ様～家族の方が定期的にきていますが面会することなく帰っていくこと

　　　　　　　　　が多いので、本人にきちんとお会いして、現状を把握してもらうように関わっていきましょう。

＜受け持ち患者様評価・検討＞

· 荒屋敷　チエ様～現在ADL低下、依存的となることがありADL低下しないよう自立を　

めざした援助が必要となっています。それとともに胸椎骨折、腰痛がある為腰痛時の援助(疼痛の緩和、必要時ADL介助等)も同時に進めていかなければならないことに留意して介入していきましょう。

　　　　　

· 佐々木　栄子様～足痛あり、歩行時シルバーカー使用にて安全、安楽を図れることが

　　　　　　　　　考えられるので受け持ちのスタッフは検討してみて下さい。

＜皮膚科変更＞

· 吉田　光男様～左肩急性湿疹　追加　→デルモゾールＧ軟膏塗布

※皮膚科については漫然と軟膏を塗るのではなく、湿疹の状況を把握し改善しているのであれば軟膏塗布について皮膚科医に確認するなどしていきましょう。

＜田名部医師より＞

· 瀬川　はな様～ふらつき、活動性の低下があり本日より定期薬変更しているので、精　　

　　　　　　　　　神症状、ＡＤＬ状況観察していって下さい。　

· 荒屋敷　チエ様～MRIの結果、胸椎骨折あり。手術適応ではなく、保存療法となりま　

　　　　　　　　　す。無理はしないように援助すすめて下さい。

＜転倒、転落評価＞

· 前川原　勝美様～時折夜間トイレ覚醒頻回、ふらつき強いこともある為、歩行状態

　　　　　　　　　に留意していきましょう。

· 瀬川　はな様～トイレに這って移動したり、歩行状態不安定さある為、精神症状に留　　　　

　　　　　　　　　意するとともに歩行状態に気を付けて介入していきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

佐々木栄子様～表情良くプログラム参加できています。歩行について「足痛くて」と左足を見せています。自力で歩行できていますが、足の運び悪いため無理せずに活動すること伝えています。

瀬川　はな様～先週とあまり変化なく自室で休んでいること多いです。トイレにも這って移動していることもあり、身体状態不安定な様子続いているようです。表情も冴えず言葉少ないです。臥床を少なくしていくように介入していきましょう。

坂本　たみ様～動作の緩慢さや小声みられますが、表情の表出はできています。体操での大きな身体の動きや話し掛けることで、声を出す機会を多くし機能維持を図っていきましょう。

＜連絡＞

４月１日からのプログラム記録書式の変更について、４月から１ヶ月は新しい記録と現在の記録の２種類を作成していただくことになります。グループのフォルダに２つの書式（４月分）を作成しています。４月の記録作成ですが、まず、新しい記録書式のプログラム参加者のシートを開き、日にち、実施プログラム、経過、記録者名を入れます。その後に、古い書式にコピーして記録を貼り付ける作業があります。１ヶ月間は作業が増えてしまいますが、どうしても必要となりますので宜しくお願いします。













